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第２学年 総合英語 授業計画表                  （外国語科･必修 ４単位 ３．０コマ） 
 

年 
間 
目 
標 

・文章を正確に読み、聞く力を伸ばし、要旨を英語でまとめる力をつける。 

・教科書の題材を通じ、自らの力で考え、判断し、情報や考えを英語で話したり書いたりして伝える力を養う。 

・英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につける。 

・世界の中の日本、世界の中の自分を知ることで、異なる文化を尊重する心を育む。 

・多読プログラムにより、知識を広げ、読解力を養う。 

使 
用 
教 
材 

・CROWN English Communication Ⅱ 

・CROWN English Communication Ⅱ Workbook 

・速読英単語（必修編） 

・多読教材 

・リスニング教材 

期 Ⅰ期 （前期中間考査まで／４～５月） Ⅱ期 （前期期末考査まで／５月～７月） 

学 
 
習 
 
目 
 
標 
 
・ 
 
学 
 
習 
 
内 
 
容 

 

○１年次に引き続き、「読む」「書く」「聞く」「話す」の４技能を総合的に伸ばしていくことを 

  意識しましょう。 

○必要な予習を確実に行ったうえで、授業に臨む習慣を継続しましょう。 

○授業で学んだ内容をその日のうちに復習する習慣を継続しましょう。 

○学習する際には以下の事柄に留意しましょう。 

 （例）☑ 予め本文を自力で読んでから、授業に臨む。 

    ☑ 未知の単語・熟語は本文に即した意味を辞書で調べる（品詞や派生語にも注意）。 

       ☑ 英文を読むときは、文法や文構造も意識する。 

    ☑ 教科書の学習した箇所は、教科書 CD 等を利用しながら、正しい発音で繰り返し音読する。 

 

・CROWN II: Lesson 1 ～ Lesson 2 
・多読プログラム 
 （G.W.頃にサイドリーダー１） 

・ＧＴＥＣ受験 

 

 

○Ⅰ期に引き続き、「読む」「書く」「聞く」「話す」４技能の総合的な向上を目指しましょう。 

○予習→授業→復習→予習…の学習サイクルを堅持しましょう。 

○教室内の多読ボックスを利用して、多量の英語に触れるようにしましょう。 

 ☞英語力は触れた英語量に比例して伸びていきます。多読プログラムに参加することによって、 

  語彙力や文法力はもちろんですが、速読をする力も次第に伸びていきます。 

 

・CROWN II: Lesson 3 ～ Lesson 4 
・多読プログラム 

 （夏季休業中にサイドリーダー２） 

・Ⅱ期の CROWNII の主な文法項目  

   ①前置詞＋関係代名詞 

  ②助動詞＋have＋過去分詞 

  ③It is known [believed] that~ 
   ④不定詞＋前置詞 

  ⑤完了進行形 

   ⑥強調構文 

到 
達 
目 
標 
 
自 
己 
評 
価 

□本文で扱われている英単語を正しく発音できる。 

□本文で扱われている英語表現の意味がわかり、正しい綴りで書くことができる。 

□質問に対して、機械的な応答だけではなく、場や状況に応じて適切な情報を追加することができ 

 る。 

□英語を英語のまま理解し、考えたことを英語で表現できる。 

□読んだり聞いたりしてまとめたことを、人前で効果的に口頭発表できる。 

 効果的に＝立ち位置、姿勢、聞き手に伝わりやすい声量、目線、間の取り方に注意して 

□文と文をつなぐことばを効果的に使い、内容をある程度予想しながら読んだり、長い文を作った 

 りすることができる。 

□本文で扱われている英単語を正しく発音できる。 

□本文で扱われている英語表現の意味がわかり、正しい綴りで書くことができる。 

□目的に応じた読み方・聞き方をし、英語を英語のまま理解し、その内容を要約するとともに、自分

の意見やその根拠を伝えることができる。 

□英語のチャンクを捉えることにより、英文を読むスピードを上げ、速い英語を聞き取ることがで

きる。 

□読んだり聞いたりしてまとめたことを、人前で効果的に口頭発表できる。 

 効果的に＝立ち位置、姿勢、聞き手に伝わりやすい声量、目線、間の取り方に注意して 

□談話標識や前後の文脈から、語句の意味をある程度推測できる。 

評 
価 
材 
料 

 テスト（春課題テスト、前期中間考査） 

 成果物（週課題、テストに係る提出物 等） 

 テスト（前期期末考査） 

 成果物（週課題、テストに係る提出物 等） 

 パフォーマンステスト（エッセイライティング、プレゼンテーション 等） 

備 
考 

・ＧＴＥＣテストで、２年次開始時点での自身の英語運用能力を４技能ごとに把握する。 

・校内スピーチコンテスト及び校外コンテスト（スピーチ・ディベート・劇・英作文等）に積極的に参加することを推奨する。 

・英語検定等の資格取得を目指す。 

・Ⅰ期の CROWN II の主な文法項目 
 ①関係代名詞の非制限用法 
 ②不定詞の意味上の主語 

 ③動名詞の意味上の主語 

 ④関係副詞の非制限用法 

 ⑤受け身・否定の分詞構文 

 ⑥S+V+O (O が whether 節の文) 
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第２学年 総合英語 授業計画表 

年 
間 
目 
標 

・文章を正確に読み、聞く力を伸ばし、要旨を英語でまとめる力をつける。 

・教科書の題材を通じ、自らの力で考え、判断し、情報や考えを英語で話したり書いたりして伝える力を養う。 

・英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につける。 

・世界の中の日本、世界の中の自分を知ることで、異なる文化を尊重する心を育む。 

・多読プログラムにより、知識を広げ、読解力を養う。 

使 
用 
教 
材 

・CROWN English Communication Ⅱ 

・CROWN English Communication Ⅱ Workbook 

・速読英単語（必修編） 

・多読教材 

・リスニング教材 

期 Ⅲ期 （後期中間考査まで／７月～10月,10月～12月） Ⅳ期 （学年末考査まで／12月～３月） 

学 
 
習 
 
目 
 
標 
 
・ 
 
学 
 
習 
 
内 
 
容 

○これまで通り、「読む」「書く」「聞く」「話す」４技能の総合的な向上を目指しましょう。 

○引き続き、多読プログラムを利用して、多量の英語に触れるようにしましょう。 

 ☞正確に読むことに加え、読む時間も意識し、速く正確に読むよう心懸けましょう。 

○リスニング教材や、インターネットのサイトなどを利用し、多聴にも取り組みましょう。 

 ☞聞いた英語を英語のまま理解し、wpm(=word per minute)が上がっても正確に聞き取れるよう 

  訓練する必要があります。 

 ・CROWN II: Lesson 5 ～ Lesson 9 
・多読プログラム 

 （冬季休業中にサイドリーダー３） 

 ・Ⅲ期の CROWNII の主な文法項目 

①複合関係詞 

②不定詞の完了形 

③比較級+than+S+V 

④結果を表す不定詞 

⑤倒置 

⑥無生物主語の他動詞構文 

○「読む」「書く」「聞く」「話す」４技能の総合的な完成を目指しましょう。 

 ☞大学入試に堪えらえるように速く正確に読み、書き、聞き、話すためには、それぞれの活動を  

  多く行うしかありません。授業中の活動に積極的に取り組むことはもちろん、多読、多聴を行 

  い、自分の手で英文を書き、ALT と積極的に話すことも大切です。また、書いたものを教員や 

  ALT に添削してもらうことも有効な手段の一つです。 

 

・CROWN II: Lesson 10 ～ CROWN III Lesson 1 
・多読プログラム 
 （学年末・春季休業中にサイドリーダー４） 
・Ⅳ期の CROWNII、CROWN III の主な文法項目 

  ①不定詞の受け身 

   ②動名詞の受け身 

  ③CROWN III の内容 

到 
達 
目 
標 
 
自 
己 
評 
価 

□本文で扱われている英単語を正しく発音できる。 

□本文で扱われている英語表現の意味がわかり、正しい綴りで書くことができる。 

□英語を英語のまま理解し、考えたことを表現できる。 

□質問に対して、機械的な応答だけではなく、場や状況に応じて適切な情報を追加することができる。 

□英語のチャンクを捉えることにより、英文を読むスピードを上げ、速い英語を聞き取ることができ

る。 

□読んだり聞いたりしてまとめたことを、人前で効果的に口頭発表できる。 

 効果的に＝立ち位置、姿勢、聞き手に伝わりやすい声量、目線、間の取り方に注意して 

□図やグラフなどを読み取り、内容を分かりやすく伝えることができる。 

□ネイティヴが日常使う自然なスピードでの英語の語や文の強調、英語のリズムとイントネーション 

に慣れ、理解できる。 

□本文で扱われている英単語を正しく発音できる。 

□本文で扱われている英語表現の意味がわかり、正しい綴りで書くことができる。 

□英語を英語のまま理解し、考えたことを表現できる。 

□質問に対して、機械的な応答だけではなく、場や状況に応じて適切な情報を追加することができる。 

□英語のチャンクを捉えることにより、英文を読むスピードを上げ、速い英語を聞き取ることができ

る。 

□読んだり聞いたりしてまとめたことを、人前で効果的に口頭発表できる。 

 効果的に＝立ち位置、姿勢、聞き手に伝わりやすい声量、目線、間の取り方に注意して 

□英語運用力〈４技能５領域〉の基礎力を固め、応用力をつけ始めることで、大学入試に向けての 

意識を高めることができる。 

□ペアワークやグループワークにおいて、相手の述べた情報や意見に応じて、英語でその内容を要

約したり、質問をしたり、自分の意見を述べ、ディスカッションをすることができる。 

評 
価 
材 
料 

テスト（夏課題テスト、後期中間考査Ⅰ、後期中間考査Ⅱ） 

成果物（週課題、テストに係る提出物 等） 

パフォーマンステスト（プレゼンテーション、ディスカッション 等） 

テスト（冬課題テスト、学年末考査） 

成果物（週課題、テストに係る提出物 等） 

パフォーマンステスト（エッセイライティング、即興スピーチ 等） 

備 
考 

・校内スピーチコンテスト及び校外コンテスト（スピーチ・ディベート・劇・英作文等）に積極的に参加することを推奨する。 

・英語検定等の資格取得を目指す。 

 

⑦仮定法現在 

⑧if節のない仮定法 

⑨未来に関する仮定法 

⑩完了の分詞構文 

⑪受け身の進行形 

⑫S is C (C が whether 節の文) 

⑬独立分詞構文 

⑭未来の表現の進行形 

⑮未来の表現の完了形 


